溶解度
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(1)物質が一定量の水に溶ける限度の量を何というか。
(2)物質が水に限度まで溶けている水溶液を何というか。
(3)規則正しい形をした物質の粒を何というか。

(4)右のグラフより食塩とミョウバンのうち、再結晶
　で集めるのに適しているのはどちらか。

(5)グラフより20度の水100gに食塩は何gとけるか。

　また、ミョウバンは何g溶けるか。

(6) グラフより60度の水100gに食塩は何gとけるか。

　また、ミョウバンは何g溶けるか。

(7)40度の水100gにミョウバン20gを溶かすことはできるか。

(8)60度の水50gにミョウバン40gを溶かすことはできるか。
(9)20度の水100gに食塩を20g溶かした。あと何gの食塩が溶けるか。

(10)60度の水100gにミョウバンを溶かし、飽和水溶液にした。この水溶液を20度にすると、溶けきれなくなるミョウバンは何gか。

【問１】

硝酸カリウム160gと塩化ナトリウム

20gの混ざった混合物の粉末がある。

次の問いに答えなさい。

(1)混合物100gの水に入れ熱して温度を

　あげた。混合物がすべてとけたときの

　温度は、およそ何℃か。

(2) (1)の液を40℃まで冷やすと結晶が現れた。

　この結晶はおよそ何gか。

(3) (2)で得られた結晶について正しいものはどれか。

ア．ほとんど硝酸カリウム

イ．ほとんど塩化ナトリウム

ウ．硝酸カリウムと塩化ナトリウムの重さの比が1:1である。
解答例　グラフの読み取りが必要なため、数値は前後してもよい。
(1)溶解度
(2)飽和水溶液
(3)結晶
(4)ミョウバン
(5)食塩36g　ミョウバン10g　（正確には読み取れないので1～2gずれてもよい）
(6)食塩37g　ミョウバン57g
(7)できる
(8)できない

　　58÷2＝29g
(9)16g


　　36－20＝16g
(10)48g


　　58－10＝48
【問1】(1)77度　(2)95g　(3)ア
　溶解度のグラフは溶ける限度を表しています。

　問題のグラフでは縦の１目盛りが10であることも注意です。

(1)グラフより食塩は水の温度にあまり関係なく35gくらいまで溶けます。

　20gの食塩はどの温度でもすべて溶けます。

　一方、硝酸カリウムは40度で65ｇくらい、80度で170gくらい溶けます。

　硝酸カリウムを160g溶かすには80度よりも少し低いくらいの温度です。

(2)40度に冷やしても食塩は溶けたままですが、硝酸カリウムは40度で65g前後しかとけません。160－65＝95gが結晶になります。

ミョウバン


染色剤、防水剤、


沈殿剤などとして


大昔から利用された。
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